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1 問題と自的

近年の社会環境や生活環境の急激な変化は、

子どもたちの心身の健康に大きな影響を与えて

おり、いじめ、不登校、心身症、児童虐待、自

然災害や事件事故発生時における心のケアなど、

心の健康に関する問題が多様化・深刻化してい

る(渡遺，2017)。そうした中で、 2009年 4月

に施行された学院保健安全法では、養護教諭を

中心として行う相談活動が明確に規定され、

個々の心身の健康問題の解決向けた養護教諭の

役割がますます大きくなっている(文部科学

省主011)。

一方で、畑山(2010)は、養護教諭の職務スト

レスと葛藤をライフヒストリー法によって分析

し保健室登校児の態度にストレスと葛藤が増

大し、その結果追い詰められて退職を考えたと

いう養護教諭の事例を示しているO また、中樺・

朝倉(2016)によると、養護教諭の仕事関連スト

レッサーのーっとして「子供との人間関係の困

難さ」が挙げられ、抑うつ反応と有意な関連が

あることが明らかlこされている。これらのこと

から、養護教諭は児童生徒との関わりの中で、

自分の中に生じる負の感情や、児童生徒との関

係の困難さに追し、詰められていると考えられる。

これは、児童生徒と関わろうとするからこそ起

こることであり、養護教諭は、児童生徒を支え

たいとしづ気持ちがありながらも、それができ

ない葛藤を抱えているのではないだろうヵ、
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養護教諭は児童生徒との関わりの中で追い詰

められていることから、まずは自分と児童生徒

との関係から闘世をとり、説晃的に振り返るこ

とが必要であると考えられる。そのことを通し

て、自己醐平や生徒理解が深まると、それまで

抱えていた葛藤を少しでも和らげ、自分の感情

や考えを認めた上で、児童生徒を理解し受容す

ることができるようになるのではないだ、ろうカL

養護教諭が児童生徒とのやりとりを振り返る

取り組みとして、一般化されてしも手法は現在

のところみられないが、看護の分野では、患者

と看護師の相互作用過程を明らかにし、実践に

役立たせるための学習ツールとして、ブJロセス

レコードが用いられている。多久島ら(2015)に

よると、プロセスレコードを用いた事例検討会

は、看護学生の自己理解と他者理解を深める教

育方法として有効であることが示唆されている。

また、留目(2013)は、養護教諭の教育実習生が

健康相談場面をプロセスレコードによって省察

することで、実習生の自己理解が促進されるこ

とを示している。児童生徒の心理相談場面も、

プロセスレコードを用いた振り返りによって養

護教諭の自己理解と生徒理解カミ促進されるので、

はなし功吃考えられるが、そこに着目した研究

は行われていなし¥。

そこで本研究では、養護教諭の自己理解と生

徒理解を促進するための取り組みとして「プロ

セスレコード演習」を実践し、その効果を検証
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する。本研究により「プロセスレコード演習」

が養護椀命の自己瑚事と生徒理解を促進する研

修方法として有効であるとし1う結果が得られた

際にはも養護教諭の負担感軽減、生徒対応力の

向上、養護教諭を対象とした研修方法の確立の

一助となると考える。

2 方法

(1)対象

中判交に勤務するA.B，C3名¢養護教諭

(却方法

対象者に、生徒の心理的問題への個別対応で

違和惑や困難感を抱し1た場面のブpロセスレコー

ドを作成することを依頼したコその後、作成し

たプロセスレコードをもとに、筆者と一対ーで

検討を行う振り返りワークを行ったC なお、振

り返りワークでは、{態度分析日違和感の検討}

[ローノレブρレイ]の3項目に取り組んど。

以上の実践を月に一度のベースで3セット行

った後、事後インタビュー調査を実施した。

3 結果と考察

(1)対象者の個人内変化

生蓋護塾通:生徒の「心の方には入り込まなしリ

と言い、一貫して生徒に教示的な関わりしてい

たコそぴ〉背景には、生徒への「呆れJや「自分

の体を大事にして欲ししリとしづ気持ちがある

ことが語られたりまた、自分について「変わり

ょうがなしリ「そういうパターンになってるJと

言い、生徒対応や自分自身を見直す必要性を感

じながらも、それができずにいる葛藤が感じら

れた。経験を重ねたA養護教諭にとって、生徒

対応や自分にっし、て検討することは、これまで

築き上げてきたものを否定してしまうかもしれ

ない怖さがあったのではなし功吃考えられる。

B養護続自:生徒を珪揮し受容することを心が

けながらも、「これでいいのかJとしザ不安を抱

いていた。演習を通して、不安の背景には「す

ぐに答えてあげないといけないという気持ちが

あった」と気付き、生徒の話を聴くこと自体に

意味があると再認識した。演習の中で不安を語

り、筆者と共有できたことで、自分の感情や考

え方を振り返ることができたと考えられる。

C養護教諭:自分の対応を「グサッとくる r一

方的に指示してるJと感じ、生徒対応を改善す

ることに取り組んだ己演習を通して、生徒との

関わり中で生じる「傷付・き」や「虚しさJが語

られた。演習3回目には、生徒を受け入れる対

応を心がけた結果、生徒に裏切られたような気

持ちを抱き、生徒を受け入れることに対して防

衛的になったが、その背景にある「傷{寸き」や

裏切られた気持ちについて検討することには至

らなかった。自身の rt釘寸き」と向き合うこと

はC養護教諭にとって痛みを伴う作業であり、

生徒に教示的に関わることで自分の感情とE巨離

をとっていたのではなしゅ吃考えられる。

ω演習の成果と今後の課題
「プロセスレコード演習」を通して、対象者

全員が自分の気持ちと向き合い、その時の感情

や生徒に対する率直な思いが語られた。また、

演習をして良かったこととして、今後の対応の

検討や、自分の対応の振り返りができたこと等

が挙げられた。校内で一人であることが多い養

護教諭にとって、自分の感情を語り生徒対応を

検手けることは、日頃抱えている不安や葛藤を

他者と共有する機会となったと考えられるO

一方、自身の教示的な態度や、生徒の気持ち

に気付いても、その背景には、自分自身や生徒

対応を振り返る怖さや痛み、葛藤があることが

分かったO 本研究ではこの部分を受け取ること

が不一行士であり、対象者が抱える葛藤にも目を

向け、共に理解を深めることが必要であった。
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